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○東京都立大学大学院理学研究科物理学専攻

1. RECu6のポイントコンタクトスペクトロスコピー

2. ノ､ロゲン架橋白金錯体のソリトン

3. イオン分光法によるHe+-N2,02衝突での一振動励起の研究 _

4. ホイスラー合金 Ni2MnGa,Ni2Mnl_ⅩⅤXGTaの藤性と結晶変態

5. ホイスラー合金Ni2MnGaのNMRと電気抵抗による結晶変態と

磁性

6. トニック収縮筋の高速Ⅹ線回折

7. 筋蛋白アクチンフィラメントのX線中角回折像の解析

8. ゲル電気泳動の物理学

○東京工業大学大学院理工学研究科物理学専攻

1. REM-RHEED法によるSi(111)吸着表面及びAu/Pt(111)

表面の研究

2.弱場展開による弦理論の解析

3.超対称性を持たないオービフオール ドモデルとその相転移

4･ Ising型ランダム磁性体 Fel_xMgxC12における磁化緩和の

ダイナミックス

5.重力場の中の弦理論

6. 197Au+160反応からの高エネルギーγ線の測定

7. 自動電離スペクトルの励起Ⅹ線エネルギー依存性

8. 量子スピン系の基底状態

9. ブリルアン散乱による高分子ゲルの体積相転移の研究

10.三角格子反強磁性体混晶KxRb卜xNiC13の相転移と磁気構造

ll. 変形 した奇一核における陽子一中性子有効相互作用の研究

12.界面の方法による三角格子系の磁性体の相転移の研究

13. 〟SR法による酸化物超伝導体の研究
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修士論文題目･.アブストラクト

14.走査 トンネル顕微鏡の試作と高分解能反射電子顕微鏡法による

Si表面の研究

15.共形な場の理論 とZN対称性

16. BondAlternationのある1次元量子スピン系の基底状態

室 岡 .賢 一

湯 上 伸 弘

吉 田 悟

1. REM-RHEED法によるSi(111)毅着表面及び

Au/Pt(111)表面の研究

大 瀬 憲 寛

Si(111)面については水素吸着を行い,その構造が∂-7×7になることを確認したが,その

際水素の庚着 ･脱離過程前後におけるSi表面の変化を,1モノレイヤーレベルのステップにつ

いて観察 したところ,､表面のSiの原子数は変化 しないことを兄い出 した｡

さらに Siの蒸着によって Si表面にadatom を供給 し,表面構造の変化をいろいろな温度で

観察 した｡

またREM像のコントラス トについてはこれまで定量的な計算例がなかったが,今回RHEED

強度の多波計算を行った｡モデルとしそ比較的簡単な系であるAu/Pt(111)を採用 したが,

<1了o><11盲>のどちらの入射方位においても,Au原子を毅着させることにより,RHEED強

度の ピークが単純な思考でも期待される通 り浅い入射角側にずれることがわかった｡

2.弱場展開による弦理論の解析

大 屋 力

この論文では非線形シグマ模型を用いて時空における弦の有効 ラグランジアンを弱場展開に

よる摂動計算で解析する｡初めにボソン的弦模型でタキオンと質量零粒子に対する有効ラグラ

ンジアンを求め,その中に現れる散乱振幅中のタキオンと質量零粒子に対応する中間状態のポ

ールが,弱場の 4次までの摂動計算で,引き去られていることを示すOさらにタヰ オンの今の-

場合では摂動の-5次まで同じ事が成立することを示 し,さらに,弱場の全ての次数で同じ事が
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